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・ 三つの評価基準と総合点それぞれにおいて 3 位まで発表する。 
・ 一つの評価軸に対して 2 票以上の持ち票があった方が、単なるインパクト
重視に偏らずに済むのではないか。 
・ テーマ数が多いので、ポスター展示でも全てをじっくりと見て回ることが
できない。スライドなしの 1 分アピールでは内容説明は出来ず、インパク
ト勝負で誘導することになり、主催者の配慮は理解できるが結果として逆
に時間の無駄になってしまった。このテーマ数で開催するにせよ、やはり
最低限の内容を全体でシェア出来る時間も必要ではなかろうか？ 
・ 前年度までのサマーデザインスクールで、とくに優れた過程（最終的な
成果物ではなく、あくまでも過程を評価する）を経たと思われるテーマ
について、どのような手順でどのようにテーマワークを進めたのか、と
いう資料を参加者たちに事前配布する。 
 
 
「デザイン学」への問い 
+ 参加者の能動性を高めるための場のデザインに対して、どれほど多くの人が必
要性と危機感を感じているだろうか。 
+ ワークショップをやりっぱなしにしないためには、どういう取組みが必要か。
pic.4 最終日のリフレクション後にポスター前に集合したテーマ参加者と実施者
